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横堀小のハート紫陽花

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」

～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

夏休み前に、全ての学級の授業をご覧、ご指導いただきました。
生徒指導とは、一人一人が大事にされて、自分大好き、友だち大

好き、学校大好きな学校生活ができているかという教育活動です。
本校でも、ずっと大切にしている「自分で考えみんなと創る」こと
や「子ども主体の楽しい学校」の中核をなすものでもあります。
指導主事の先生方も、本校の子どもたちの、素敵なよさやらしさ

をたくさん見つけて、とってもうれしそうにしていました。
各学級で見られた授業のよさを１行に凝縮して簡単に書いてみます。

あゆみ・・・三人が笑顔で、心開いてのびのびと楽しんで力を付ける授業。
１年生・・・学習規律がだんだん身に付いてきて、個と集団の伸びが見える授業。
２年生・・・自分たちで自然にグループ学習が進められる、人間関係のよい授業。
３年生・・・考える武器である思考ツールを使って、考えることに集中できる授業。
４年生・・・子どもたちの考えをつないで、自分たちで課題解決をしていく授業。
５年生・・・授業のめあてを自分たちの言葉で考えて、学びを自分事にしている授業。
６年生・・・全員が自分の考えをもち、先生の練った問いに対して心を見つめる授業。

あさってのＰＴＡもよろしくお願いします
１０日（金）は今年初のＰＴＡ。マスクの着用などの制限もあり、気温も３０度程に

なりそうです。水分補給など、体調管理にも気を付けてお越しください。
１から６年生は、新しい担任。担任の先生に、誰のお父さん・お母さんなのか、しっ

かりとアピールしていってくださいね。先生方も、とっても楽しみにしています。
エアコンの工事によって仕切られ始めた６年教室の様子や、ホールにある１０９の夢、

家庭学習の紹介もおもしろいですよ。密を避けて、あちこち見て歩いてください。



～生徒指導と本校の営みをつなげてみると～

①～⑩のような計画や対応で、ご家庭や地域と共に「心を育むこと」に取り組んでいます

Society５．０を生き抜くための土台づくり
“よりよい社会と幸福な人生の創り手”となる力を育む学校を目指して・・・

生徒指導 ・・・ 子どもたちが、自ら
現在及び将来における 自己実現を図っていくための

自己指導能力の育成

学校の教育活動全体を通じて、生徒指導の機能が発揮できるようにしていく
（協力体制・指導体制の確立） 【自己存在感】【共感的理解】【自己決定の場】

①すばやい対応の『教育相談・支援会議の流れ』 ③『おらだの学校』
②事故等へ組織で対応する『明日へシート』 子ども版学校経営案

『たいようくん委員会』

家庭や地域社会及び関係機関等との連携・協力

④『家庭の家庭学習』⑤『魅力ある楽しい学校を創る会』

児童を多面的・総合的に理解 人間的な触れ合い・共に歩む姿勢
＋ 共感的理解 （組織的に・全体で） ＋ 毅然とした態度

⑥『２０２０たいようの声と笑顔で“発信”』
⑦毎月のいじめ等調査『さわやかアンケート』 ⑧子どもと向き合う『あいうえお先生』

⑨心を大事にした『学級経営案』 ⑩よりよい授業を目指す『研究推進計画』

授業で勝負 特活で勝負
心を育てる学校 楽しい学校 『できることをやりましょう』

☆第１回大仙ビックフィールド杯野球大会 準優勝 横堀マイティ ・ノース
市内の小学生野球スポ少１４チームがトーナメントやリーグ戦を織り交ぜなが

ら、２週間にわたって戦いました。第１週の予選は２敗で１１位通過でしたが、
その後、しっかりと課題をクリアーして、準決勝では予選１位通過チームに競り
勝っての準優勝でした（延長じゃんけん戦も勝てるチーム力です）。
私も、担任の先生方などと予選から観戦しましたが、決勝トーナメントでは、

子どもたちの声が違っていました。“自分で考えみんなで戦うチーム”になって
いました。それから、６年生を中心に、全員のよさが出せているところが強さだ
と感じました。
こんなに土日も活動しているのに、家庭学習もしっかりできている選手は本物

だと思います。自分で自分のめあてを守ってやり抜く力。本気なのだと感じます。
えらい！こういう力が、次につながるんだよなぁ～。

※他のスポ少の計画もお知らせください。


